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私立大学図書館協会東地区部会研究部　第9期　第2回 

第2回　事前課題

「自館で提供している有料データベースを知る」 

　各自所属の大学図書館が利用者に提供しているデー
タベースを調べてみましょう。意外に使ったことがな
いものもあるでしょうか？そのデータベースで何がで
きるか，自館で提供している情報は何かを把握するこ
とから，利用者教育・情報リテラシー教育を考えるきっ
かけにしたいと思います。 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2017研修分科会開催案内
日時：2017年7月6日（木）　13時～17時

会場：早稲田大学中央図書館　1階会議室　高田馬場駅から学バスあり

テーマ：情報リテラシー

通用口から入り守衛室に「研修分科会に
参加する〇〇です」とお伝えください。

地下鉄東西線「早稲田」出口

都電荒川線「早稲田駅」

学バス「早稲田正門」

学バス「西早稲田」

Time Table

13:00-14:30 講演（矢田俊文氏）
14:30-14:45 ティーブレイク

14:45-16:00 グループワーク

16:00-16:20 発表

16:20-16:30 事務連絡
16:30-17:00 早稲田大学図書館見学
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講演　利用者教育のデザイン（仮題） 
　矢田俊文氏（Clarivate Analytics）


　大学図書館は大学の研究・教育に寄与することが本来
の目的です。第2回は情報リテラシー教育を担う図書館
員が身につけておくべき情報検索の技術について，学術
データベースのプロフェッショナルから伝授いただこう
と思います。誰でも始めからデータベースを使いこなす
ことができる訳ではありません。貴重なお話が聞けるこ
とと思います。


　また，学ばなくてもある程度のことはできてしまう，
できる気になってしまうことが，利用者にも図書館員に
とっても落とし穴です。従って，それをどう利用者に伝
えていくかが重要です。情報リテラシー講習会を開催し
てもなかなか参加者が集まらない，集まる学生の数は全
学の数％という経験はありませんか？ご講演をきっかけ
に，そもそもなぜ情報リテラシー教育が必要か，そして，
誰に・何を・どう伝えていくかを，各自が考える機会に
したいと思います。


【参考文献】https://www.jstage.jst.go.jp/article/jkg/
64/1/64_KJ00008992758/_article/-char/ja/


連絡事項

‣ 早稲田大学中央図書館見学 

今回会場をご提供くださった早稲田大学中央図書館を見学させていただきます。開館中で
すので，利用者の迷惑にならないよう気をつけましょう。名札を忘れずに。


‣ 課題提出期限：6月29日（木） 
ファイル名は「課題2_XX大氏名」という形式に書き換え，メーリングリストに添付して
お送りください。グループワークの課題材料にします。

提出先：2017kenshu@googlegroups.com


‣ 第4回以降の会場について 
第6回は青山学院大学
で会場をご提供くださ
ることになりました。
第4回，第5回会場を募
集中です。引き続きよ
ろしくお願いします。
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IAAL事務局連絡先 
〒171-0021豊島区西池袋
5-14-8 6F 
TEL: 03-5927-8288 
FAX: 03-5927-8287 
E-mail: info@iaal.jp　 
IAAL緊急連絡先（高野携帯
番号）080-8442-6588

写真は第1回6/1撮影 (成城大学図書館)
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